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電気製品は、安全のための注意事項を守らないと、
人身への危害や火災などの財産への損害を与える
ことがあります。

本書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを
示しています。本書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いくださ
い。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管して
ください。

本機のマニュアルについて
本機の使いかたについて詳しくは、 
ヘルプガイド（Web取扱説明書）を 
ご覧ください。
ヘルプガイド（Web取扱説明書）
https://rd1.sony.net/help/ilc/2520/ja/

漏液、発熱、発火、破裂、誤飲による
大けがややけど、火災などを避けるため、
下記の注意事項をお守りください。

  危険
電池を飲み込まないでください。化学やけどの原因となります。 
本機には、コイン/ボタン電池が内蔵または同梱されています。 
コイン/ボタン電池を飲み込むと、2時間程度で重度の内臓のやけど
を引き起こし、死亡に至ることがあります。新しい電池や使用済みの
電池は子供の手の届かないところに保管してください。電池カバーが
しっかりと閉じない場合は、使用をやめ、子供の手の届かないところ
に保管してください。電池を飲み込んだり体のどこかに入れたりした
と思われる場合は、直ちに医師の診察を受けてください。コイン/ボタ
ン電池は充電しないでください。

 ご注意
•	 破裂、火災、怪我等の恐れがあるので、電池を交換する際には指定タ

イプの電池を使用する。
•	 使用済みの電池は指示に従って廃棄する。
•	 ハンマーなどで叩いたり、踏みつけたり、落下させるなどの衝撃や

力を加えない。
•	 ショートさせたり、クリップなどの金属を電池端子に接触させない。
•	 直射日光下の車中など、60 ℃以上の高温の場所にさらさない。
•	 焼却したり、火の中に入れたりしない。
•	 -20 ℃以下の過度の低温や11.6 kPa以下の極端な低圧にさらさない。

本機が出す電波が計器や医療機器等に影響を与える恐れがあるため、
飛行機内、病院で無線使用の際は、航空会社、病院の指示に従ってくだ
さい。

本機を他社製品と組み合わせて使用した際の性能や、それによって生
じた事故、故障につきましては保証いたしかねますので、あらかじめ
ご了承ください。

この機器のネットワークモードでの使用時の注意事項
本機は2.4 GHz帯を使用しています。この周波数帯では電子レンジ等
の産業・科学・医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライ
ン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要し
ない特定の小電力無線局、アマチュア無線局（免許を要する無線局）等

（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。
1.	本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないこと

を確認してください。
2.	万一、本機と「他の無線局」に対して有害な電波干渉の事例が発生し

た場合には、速やかに使用場所を変えるか、電波の発射を停止して
ください。

3.	その他、この機器から「他の無線局」に対して有害な電波干渉の実例
が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、相談窓口へ
お問い合わせください。

2.4: 2 400 MHz帯を利用する無線設備を表します。
XX: 変調方式がその他の方式であることを示します。
8: 想定される与干渉距離が80 m以下であることを示します。

: �2 400 MHz～2 483.5 MHzの全体域を利用
し、かつ移動体識別装置の帯域を回避不可
であることを示します。

取り扱い上のご注意
•	 本機は、Bluetooth®機能対応のワイヤレス

シューティンググリップ/三脚です。 
本機に接続可能なカメラについては、以下のサ
イトでご確認ください。 
https://www.sony.net/dics/gpvpt3/

•	 制限重量（積載カメラおよび装着品の総重量）を超えると、本機が倒
れたり破損したりする恐れがあります。

•	 火災、感電の原因となることがありますので以下にご注意ください。
–	分解や改造をしない
–	ぬれた手で使用しない
–	内部に水や異物（金属類や燃えやすい物など）を入れない

•	 破損や不具合の原因となる場合がありますので以下にご注意くだ
さい。
–	本機は精密機器のため、落としたり、たたいたり、強い衝撃を与え

ない
–	端子部を直接手で触らない
–	高温多湿の場所での使用、保存を避ける
–	屋外使用するときは、雨や海水にぬれないようにする

•	 直射日光の当たる場所や熱器具の近くでは、使用または保管しないで
ください。変色したり、変形したり、故障したりすることがあります。

•	 内部点検や修理は相談窓口にご依頼ください。
•	 本機を使用するとき、または持ち上げたり、持ち運んだりするとき

は、必ずグリップ/三脚部を持つようにしてください。リモコン部分
のみを持って使用したり、持ち上げたりすると、リモコンがグリップ
/三脚部から外れ、カメラが落ちるなどして、事故やけがの原因とな
ることがあります。

•	 ストラップ（市販）の部分だけを持って、本機を持ち運ばないでくだ
さい。

•	 ストラップを使用するときは、本機に強い衝撃や振動を与えないで
ください。事故やけがの原因となることがあります。

•	 グリップ/三脚部へのリモコンの取り付け／取り外し方法について
は、ヘルプガイドをご覧ください。無理な取り付け／取り外しを行
うと、リモコンが落ちるなどして事故やけが・本機の破損の原因と
なることがあります。

•	 以下の際は、指を挟まないように注意してください。
–	リモコンの取り付け時
–	三脚部の開閉時
–	グリップの角度調整時

•	 角度調整ボタンを押すときは、片方の手でカメラを支えてから行っ
てください。支えていないとカメラが一気に傾くことがあります。

•	 三脚として使用するときは、脚を完全に広げて、水平な場所でご使
用ください。本機のカメラ台の角度やご使用のカメラによっては、
バランスが取れず三脚が不安定になる場合があります。不安定な状
態では使用しないでください。

•	 カメラは確実に取り付けてください。 
カメラが落ちるなどして、事故やけがの原因となることがあります。

•	 カメラを取り付けたまま、振り回さないでください。
•	 本機は防じん・防滴に配慮した構造となっていますが、ほこりや水

滴の浸入を完全に防ぐものではありません。

 各部名称
1 回転ボタン （カメラを回転させます。）
2 角度調整ボタン （グリップの角度を調整します。）
3 リモコン部   4 グリップ/三脚部   5 ストラップ取り付け部   
6 カメラネジ   7 カメラノブ
8 調整ノブ （グリップの角度調整時の操作感を調整します。）
9 ランプ   10 シャッターボタン   11 MOVIE（動画）ボタン
12 AF-ONボタン   13 ズーム／フォーカスボタン   14 C1ボタン
15 ZOOM/FOCUS/LOCKスイッチ（スイッチを「LOCK」に合わせると、
リモコンの機能を無効にして、カメラの誤動作を防ぎます。）
16 電池カバー   17 電池カバーLOCKツマミ   18 電池カバー回転ツマミ

 電池について
•	 付属の電池は本体に収納されています。初めてお使いになるときは、

電池カバーを開けて絶縁シートを取り外してください。
•	 電池を入れるときは、電池の＋極側を上面にして入れてください。
（電池ケースの＋マークは、電池の向きを示しています。）

本機とカメラをペアリングする

下記は、ソニー製レンズ交換式デジタルカメラおよびデジタルス
チルカメラの手順の一例です。詳しい手順については、ヘルプガ
イド（Web取扱説明書）をご覧ください。

•	 あらかじめ、本機のZOOM/FOCUS/LOCKスイッチが「LOCK」に設
定されていないことを確認してください。

1	カメラで、MENU   （ネットワーク）   
［Bluetooth］  ［Bluetooth機能］  ［入］を
選ぶ。
カメラにペアリング画面が表示された場合は、手順4に進んでくだ
さい。

2	カメラで、MENU   （ネットワーク）   
［Bluetooth］  ［Bluetoothリモコン］   
［有効］または［入］を選ぶ。

3	カメラで、MENU   （ネットワーク）   
［Bluetooth］  ［ペアリング］を選ぶ。

4	本機のMOVIE（動画）ボタンとC1ボタンを同時
に3秒以上深く押し込む。（イラスト参照）

5	カメラの画面に接続確認メッセージが表示さ
れるので、カメラで［OK］を選択する。
ペアリングが完了します。

ご注意
•	 ペアリングに失敗すると、本機のランプがすばやく点滅します。

その場合は、手順3からやり直してください。
•	 以下の場合は、再度ペアリングを行ってください。

–	別のカメラを本機で操作するとき（別のカメラと本機を接続後、
元のカメラに接続するときもペアリングをし直す必要がありま
す。）

–	カメラのネットワーク設定をリセットしたとき

カメラの設定を確認する
カメラで、MENU   （ネットワーク）  ［Bluetooth］ ［Bluetooth
リモコン］  ［有効］または［入］となっていることを確認してください。

主な仕様
定格電圧 3 V 
消費電力 1.8 mW
制限重量 1.5 kg以下

（積載カメラおよび装着品の総重量）
外形寸法（約） 収納状態：49.5 mm × 173.0 mm × 39.8 mm

三脚状態：146.3 mm × 133.5 mm × 164.6 mm
（幅×高さ×奥行き）

質量（約） 179 g（ブラック）／174 g（ホワイト） 
（電池含まず）

同梱物 リモートコマンダー（1）、グリップ/三脚（1）、
リチウムコイン電池（CR2032）（装着済み）（1）、
ポーチ（1）、印刷物一式

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、
ご了承ください。

Bluetooth®ワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有す
る登録商標であり、ソニーグループ株式会社はこれらのマークをライ
センスに基づいて使用しています。

ライセンスについて
•	 本製品には、弊社がその著作権者とのライセンス契約に基づき使用

しているソフトウェアが搭載されております。当該ソフトウェアの
著作権者様の要求に基づき、弊社はこれらの内容をお客様に通知す
る義務があります。ライセンスに関して、内容をご一読くださいま
すようお願い申し上げます。ライセンス内容は、以下のURLよりご覧
ください。 
https://rd1.sony.net/help/di/acc_el25/en/

•	 第三者が提供するサービスは予告なく、変更・停止・終了すること
があります。ソニーは、そのような事態に対していかなる責任も負
いません。

保証書とアフターサービス
保証書
•	 この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際、お

受け取りください。
•	 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管して

ください。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
ヘルプガイドなどを参考にして故障かどうかお調べください。

それでも具合の悪いときは
ソニーの相談窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証
書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させて
いただきます。

本製品の修理を依頼する際は
グリップ/三脚部とリモコン部をまとめて送付してください。

部品の保有期間について
当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な
部品）を、製造打ち切り後最低7年間保有しています。ただし、故障の状
況その他の事情により、修理に代えて製品交換をする場合があります
のでご了承ください。保有期間が経過したあとも、故障箇所によって
は修理可能の場合がありますので、お買い上げ店か、ソニーの相談窓
口にご相談ください。
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